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ひかりが丘ケアプラザの
           エントランスホールには、
      地域の皆さまが制作されたいろいろな作

品を展示させていただいております。
その中の新たな展示を今回ご紹介します。

西ひかりが丘団地にお住まいの梶浦敦さまより、
季節の一番美しいお花を撮影された写真を常設展示
させていただくことになりました。これから毎月、
月替わりで写真が替わります。どうぞお楽しみに！

デイサービス近況報告

今回は、少し遠出で城探訪を
してきました。2 月 7 日（日）朝

7：53 バイクで出発。9：05 に山北町にある
河村城址に到着。河村城は南北朝時代にも記録が
残る古い山城で、戦国時代は小田原北条氏の出
城でした。さっそく城の中央部に向けて歩き始めま
す。城址には、郭（くるわ）と呼ばれる兵を収容する
平地や、それを区切る堀切（敵の侵入を阻む空堀、
写真左下）が、随所にみられ、中には見事な畝堀

（うねぼり、写真右上）が
見られます。畝堀とは、
見てのとおり堀の内部
に仕切りを設け、堀に落
ちた敵兵の動きを制限
し、上から矢や鉄砲で狙
い撃ちするという戦国時
代ならではの恐ろしい
仕掛けです。 小田原北
条氏は、畝堀や、障子堀
（より不規則に堀内部を

  

3 月 3 日のひな祭りには、
ちらし寿司を皆さま召し上がられま
した。コロナ禍の不自由さの中でも
春の軽やかな気分を楽しまれました。
毎年飾っている七段飾りのひな人形を観賞し、それぞれ取組んでいる塗り絵も着物
姿の女の子に挑戦し、中止しているカラオケの代わりに職員手作りのキラキラ棒を使
っての体操に参加され、ご利用者さまごとに春の到来を満喫しておられました。職員
も利用者さまの笑顔に元気をいただいています。
     

仕切り区画した堀）
を積極的に用いて
いたと言われてい
ます。当時は、堀は
もっと深く斜面も
急でよく滑り、一度
落ちたら這い上が
るのは困難だった
ようです。そんな
怖さも想像しなが
ら１時間半ほどじっくり探索してきました。山城な
ので登山要素もあり、いい運動にもなりました。

               ひかりが丘ケアプラザ

                所長 西村明史

  

謝罪と訂正
2019 年 11 月号のちょこっと探訪⑨で記事に

した湯河原町の「しとどの窟（いわや）」について、
関東大震災で隆起して今の標高になったと記載し
ましたが、「しとどの窟」伝説は真鶴町にもあり、
関東大震災で隆起したのは真鶴町の「しとどの窟」
でした。誤った情報を記載したことを謝罪し、こ
こに訂正を致します。
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           親子サロン『しゃべり場』は、

上白根地区社協主催で長く続いている

未就学児の親子さんを支えてきたサロン

です。ボランティアの皆さまは大ベテランの

お母さん達。地域の若いお母さん方へ温かいエールを送りつ

つ、小さい子どもたちとのふれあいでエネルギーを受け取る

という、循環型のすばらしい世代交流が生まれています。

☆親子サロン しゃべり場 10 時～12 時☆

毎月第 1・2 火曜 (公団集会所)

第３・4 火曜 (ひかりが丘ケアプラザ)

４月９日(金)から５月９日(日)まで

進藤 秀孝 展


